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瑚

5己

蘇
聯
闘
の
工
業
金
融
制
度
に
就
い
て

大

書家

E掲

一
、
純
日
て
蘇
聯
凶
め
工
業
仁
於
り
る
将
補
間
早
H
m一
一
一
一
、
蘇
聯
闘
の
金
融
機
関
閥
系

問
、
工
業
金
融
に
関
係
せ
る
第
一
弐
の
銀
行
制
度
改
草
五
、
工
業
的
短
資
融
遁
制
度
の
改
革

六
、
工
業
的
長
資
融
通
制
度
の
改
革
七
、
結
言

緒

言

蘇
聯
闘
工
業
の
賞
肢
は
、
今
日
に
て
は
最
早
こ
れ
を
単
純
な
イ
デ
オ
ロ

l
グ
の
興
味
封
象
と
し
て
の
み
放
置
す

る
こ
と
を
許
き
れ
得
な
い
境
地
に
進
め
る
も
の
で
め
っ
て
、
我
闘
の
経
済
皐
研
究
者
に
劃
し
て
由
民
く
各
方
面
の
貫

質
的
問
題
を
提
供
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
肢
に
、
新
典
の
一
大
工
業
的
勢
力
と
し
て
主
主
将
来
の
世
界
経
持
盟
系
上

に
必
至
の
目
醒
ま
し
き
初
整
磁
を
約
束
す
る
機
刺
に
る
後
展
途
上
の
第
一
騨
越
を
一
通
過
し
た
る
も
の
で
あ
る
。

九
一
七
年
一
一
月
以
後
の
念
準
的
政
治
に
よ
っ
て
程
糟
の
秩
序
が
根
底
か
ら
慣
説
さ
れ
、
破
壊
き
れ
て
、
極
度
の

続
聯
圃
の
工
業
金
融
制
度
に
就
い
て

第
凶
十
血
管

七
O
七

帯
凶
披

七



蘇
聯
園
の
工
業
金
融
制
度
に
就
い
て

第
四
十
巻

七
O
八

第
四
時
制

七

喪
弊
困
館
に
陪
り
た
る
営
時
の
蘇
聯
園
々
民
経
済
の
現
貫
営
顧
る
者
に
と
り
で
は
、
そ
れ
が
共
の
後
の
僅
冷
年
月

聞
に
如
何
に
し
て
今
日
に
見
ら
れ
る
如
く
堅
買
に
し
て
遮
か
な
ろ
複
興
の
気
勢
ぞ
示
す
に
室
、
得
た
も
の
で
あ
る

か
V
J

、
確
に
興
味
め
る
一
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
惟
ふ
に
、
此
の
問
題
や
何
等
か
戎
る
一
元
的
因
子
の
み
に
よ

っ
て
解
決
ぜ
ん
と
試
る
は
其
を
得
る
所
以
で
な
か
ら
う
。

ι

即
ち
、
此
の
判
明
ム
口
に
は
必
十
幾
つ
か
の
相
樹
立
し
た
意
義
を
持
て
る
諾
因
子
が
指
摘
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

そ
に
中
で
も
、

)
九
一
一
八
年
十
円
以
後
に

τ‘
所
謂
艦
掛
川
計
剖
制
皮
の
賓
億
一
か
制
一
期
的
際
日
程
h
ー
も
諮
げ
に
こ

t
が
疑

も
無
〈
一
つ
の
重
要
因
子
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、
此
の
際
、
右
の
因
子
の
こ
と
ぞ
別
に
し
て
、
他
に
な
ほ

看
過
し
が
に
き
一
つ
の
重
要
因
子
炉
存
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、
蘇
聯
園
の
工
業
組
織
の
上
に
て
、
従
来
他
の
諸
闘

に
慣
用
さ
れ
来
っ
た
所
謂
資
本
主
義
的
乃
至
は
私
産
制
的
性
格
の
極
端
何
的
諸
手
段
に
類
似
若
く
は
酷
似
せ
る
所
の

も
の
が
、
甑
棒
組
織
上
の
各
方
面
に
て
益
々
大
脂
な
る
趨
所
趨
度
の
膳
用
を
見
る
や
う
に
な
っ
て
来
た
と
い
ふ
こ

止
に
外
な
ら
ぬ
。
右
の
事
寅
が
、
蘇
聯
園
の
建
園
理
念
に
る
濁
自
の
究
極
的
経
持
政
策
目
的
に
何
等
か
種
改
の
行

は
れ
て
、
ぞ
れ
が
何
耗
か
一
一
般
資
本
主
義
的
、
私
産
制
的
な
る
も
の
に
轄
向
し
た
と
い
ふ
こ
左
ぞ
些
一
か
も
意
味
寸

る
も
の
で
な
い
の
は
、
勿
論
の
次
第
で
あ
る
。

ぞ
れ
に
色
拘
ら
中
、
右
の
事
買
は
蘇
聯
岡
工
業
の
復
興
原
因
力
如
何
の
見
地
か
ら
見
て
、
注
目
す
ぺ
き
意
義
を

持
つ
の
で
あ
る
。
印
ち
、
蘇
聯
闘
の
建
岡
珂
念
た
名
澗
自
の
究
極
的
経
掛
政
策
目
的
が
如
何
な
る
性
質
構
造
を
持

つ
に
も
せ
よ
、
蘇
聯
圃
枇
舎
の
根
元
的
要
素
に
於
げ
る
目
前
脚
下
の
現
貫
は
、
共
の
園
の
工
業
の
営
面
的
後
遺
の
魚



に
必
至
的
に
、
経
持
組
織
上
の
各
方
面
に
、
遁
所
適
度
な
る
資
本
主
義
的
、
私
産
制
的
性
格
の
経
梼
手
段
の
臆
用

を
要
求
し
て
ゐ
る
。
楠
言
す
れ
ば
、
右
の
要
求
が
満
た
き
れ
る
限
に
於
い
て
ぞ
の
矯
に
蘇
聯
園
工
業
の
将
来
的
毅

連
は
期
し
て
疑
を
容
れ
得
。
さ
る
も
の
と
な
る
べ
く
、
若
し
そ
の
遣
を
誤
ら
ば
、
叉
共
の
限
に
て
こ
れ
が
興
陸
上
に

大
な
る
困
難
を
避
け
得
ら
れ
ぬ
結
果
と
な
ら
う
。
私
は
蘇
聯
闘
'q
民
腕
漕
の
諸
関
係
に
於
け
る
誼
肢
の
一
一
遍
的
観

察
か
ら
蹄
納
し
て
、
同
岡
工
業
後
患
の
勝
来
と
い
ふ
問
題
に
関
聯
し
て
.
今
の
場
合
右
の
如
き
一
瞥
見
を
持
っ
て

ゐ
る
。か

く
い
へ
ば
左
て
、

蘇
聯
闘
の
工
業
組
織
が
、

濁
自
の
腔
清
政

共
の
闘
の
圃
民
館
構
的
興
隆
の
要
件
・
と
し
て
、

定
型
粍
勺
J

こ
日
一
聞
こ
ノ
「
¥
古
田
川

I
F乙
ご
斤
回
円
資
ト
ト

k
犠
旬
、

よ

7
J
E
U
3
f
t
古
'
F
4
1
1
h
伊

色

町

出

F
F
副
E
I
F
5
2
P
3
:
4
4
一
一
」
↑
司
昨

私
産
制
的
性
格
的
精
神
的
諸
手
間
の
眼
用
品
ι
貨
施

す
る
か
と
い
ふ
問
題
に
つ
き
、

現
在
任
に
、

映
黙
な
き
満
足
な
解
決
に
到
著
し
得
て
ゐ
て
一
種
の
安
定
航
態
に
あ

る
と
い
ふ
諜
け
で
は
な
い
。
寧
ろ
比
の
黙
か
ら
見
る
と
き
に
、
蘇
聯
岡
工
業
の
現
在
は
、
傍
観
者
を
し
て
き
へ
共

の
不
定
、
不
安
に
し
て
韓
轄
の
激
し
き
憎
み
に
堪
え
得
ま
ら
し
め
る
程
の
頬
繁
な
改
革
を
繰
り
返
へ
し
績
げ
て
ゐ

る。
此
の
小
篇
に
て
は
、
右
の
如
き
性
質
を
持
て
る
改
革
渦
中
の
蘇
聯
岡
工
業
に
就
い
て
、
共
の
事
業
組
織
に
劃
す

る
資
金
供
給
方
法
の
制
度
的
形
態
と
い
ふ
方
面
に
見
ら
れ
る
誼
肢
を
要
設
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
ふ
。
自
ら
蘇
聯

園
工
業
の
組
識
に
於
げ
る
現
在
の
諸
改
革
に
絡
ま
る
問
題
所
在
の
方
向
ぞ
、
示
唆
す
る
所
色
め
る
を
思
ふ
。

議
聯
圃
の
工
業
金
融
制
度
に
稀
い
で

第
同
十
巻

七

O
九

第
四
強

t 
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蘇
聯
闘
の
工
業
金
融
制
度
に
就
い

第
四
十
巻

じ

O 

巻
附
就

七
四

蘇
聯
国
の
工
業
に
於
け
る
鰹
溝
車
位

蘇
聯
闘
ポ

y
u
y
エ
ピ
キ
政
府
は
一
九
一
七
年

一
月
よ
ち
一
九
一
二
年
春
に
至
る
数
年
間
に
瓦
り
、
間
内
一
切

の
生
産
手
段
に
闘
し
て
念
進
的
問
有
制
を
賓
施
し
た
。
総
て
の
民
有
工
場
は
岡
家
の
手
に
耽
め
ら
れ
て
、
綜
括
的

に
最
高
岡
氏
粧
掛
合
議
(
C〈
名
門
戸
)
の
直
接
的
管
聞
の
下
に
お
か
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
筒
冷
の
生
産
組
織
に

於
げ
ザ
骨
盤
神
的
問
立
性
は
R
T
〈
央
一
は
れ
℃
仕
組
州
っ
た

川
市
仁
つ
、

巨
ヒ
一

般
向
闘
叫
ん
艇
神
合
議

ω共
の
椛
カ
酌
命
令
に
で
各

箇
の
工
場
に
原
料
、

機
械
、
僻
労
働
者
、
補
地
材
料
等
を
配
給
レ
、

共
の
製
品
は
叉
樺
力
的
命
令
に
て
一
様
に
最
高

園
民
経
漕
曾
議
の
手
に
牧
容
せ
ら
れ
る
。
工
業
生
産
上
の
資
本
主
義
的
、
私
産
制
的
秩
序
が
徹
底
的
に
革
め
ら
れ

た
課
け
で
め
る
。
そ
れ
故
、
各
箇
の
工
場
、
生
産
組
織
に
て
原
料
や
持
働
力
、
及
び
共
の
他
の
生
産
手
段
や
並
び

に
生
産
物
の
底
分
に
闘
し
て
、
組
織
白
骨
の
濁
立
的
経
漕
計
算
が
存
立
し
得
べ
き
館
地
が
無
い
。
共
の
制
度
の
必

然
的
結
果
と
し
て
各
工
場
に
劃
す
る
極
度
の
集
権
的
中
央
統
制
が
行
は
れ
る
や
う
に
な
り
、
箇
冷
の
一
生
産
組
織
白

躍
の
上
の
白
礎
的
企
劃
心
は
消
磨
せ
ら
れ
、

工
場
従
業
員
殊
に
監
督
者
の
極
構
的
責
任
闘
係
含
確
立
す
べ
き
制
度

的
基
礎
が
失
は
れ
た
。
剰
へ
、

一
方
に
て
は
叉
持
働
者
に
つ
い
て
強
制
的
配
属
制
と
報
酬
の
劃
一
的
卒
等
制
と
が

賞
施
さ
れ
て
、
ぞ
れ
が
州
労
働
者
の
現
貫
心
理
に
逆
行
し
た
魚
、
崎
町
働
能
率
は
激
し
く
劣
化
し
、
勢
働
者
の
工
場
逃

震
が
積
出
し
て
、
規
律
の
奈
胤
が
拾
集
し
得
ゴ
る
や
う
に
な
つ
に
。

か
か
る
有
様
に
て
は
、
生
産
上
の
麗
神
性
が
賓
現
し
得
ら
る
べ
き
筈
が
無
い
の
で
あ
る
。

か
〈
て
、
政
府
及
び
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黛
の
幹
部
が
猫
自
の
究
極
的
政
策
目
的
の
性
質
に
劃
す
る
迷
盲
的
偏
執
か
ら
、
生
産
上
の
経
済
性
と
い
ふ
こ
止
の

債
値
eT
却
何
様
に
侮
蔑
し
、
軽
視
し
て
居
て
も
、
遂
に
必
至
な
る
破
滅
的
危
局
の
時
期
の
到
来
は
と
れ
ぞ
免
れ
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

一
九
一
二
年
早
春
に
は
農
業
上
の
大
減
牧
と
工
業
上
の
大
混
乱
と
が
互
に
因
果
相
牽
ゐ

て
同
時
に
視
は
れ
、
組
済
的
図
鑑
は
救
済
の
及
び
得

F
る
極
勅
に
達
し
に
。

蘇
聯
圃
ゃ
民
経
漕
に
於
け
る
右
の
如
き
事
態
の
中
に
て
・

一
九
一
二
年
五
月
会
露
政
府
窯
大
舎
が
所
謂
新
経
漕

政
策
の
採
用
を
決
議
し
た
こ
と
は
、
此
の
上
も
な
く
必
然
的
な
歴
史
的
事
件
で
あ
っ
た
。
新
経
済
政
策
な
る
も
の

〉

Z
L
E
H
Lじ
与

t
〉
、

U
E昌
m'町
市
L

有
力

ポ

Y
し

y
v
L

ピ
キ
建
闘
理
念
七
る
硝
自
の
究
極
的
政
策
目
的
地
及
の
過
程
に
で
、
北
ハ
の
政
策
手

殴
に
闘
し
て
は
枇
曾
の
現
質
的
根
元
性
へ
の
帥
膿
聞
係
な
考
慮
し
イ
¥
~t 
Fff 
品J1
京成

i!1[ 
m 
ìfl~ 
zsi 
j工
ξl 

費

* ::I': 
義

的
、
な
産
制
的
性
格
の
経
済
的
諸
手
段
を
臆
用
せ
ん
と
す
る
に
存
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
ぱ
、
今
蕊
に
取
上
げ
て

論
守
る
要
が
無
い
と
削
仙
ふ
。
か
か
る
性
格
の
新
経
済
政
策
が
工
業
的
生
産
の
方
面
に
寅
施
さ
れ
て
、
次
の
如
き
二

つ
の
主
要
な
る
特
質
的
現
象
形
態
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
従
来
の
念
進
的
治
下
に
於
け
る
、
生
産

手
段
上
の
徹
底
的
闘
有
制
が
修
正
さ
れ
て
、
小
規
模
の
手
工
業
的
生
産
に
闘
し
で
は
庚
〈
私
的
筒
人
経
替
及
び
協

同
組
λ

守
的
経
管
が
許
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
u

他
の
一
つ
は
、
従
来
岡
家
の
手
に
牧
め
ら
れ
て
最
高
岡
民

趨
済
合
議
の
集
樺
的
直
接
管
理
を
受
け
て
ゐ
十
一
岡
管
的
生
産
事
業
が
一
一
箇
或
は
数
箇
の
工
場
毎
に
相
分
立
し
て
夫

冷
の
濁
立
の
経
掛
的
計
算
の
主
韓
た
る
組
織
的
草
位
を
構
成
す
る
や
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
く
闘
替
事

業
で
あ
る
け
れ
E
も、

一
腰
相
互
に
樹
立
な
る
経
済
的
責
任
閥
係
に
立
た
し
め
ら
れ
る
組
織
的
部
分
集
闘
が
工
業

蘇
聯
闘
の
工
業
金
融
制
度
に
就
い
て

第
四
十
巻

ーヒ

第
四
披

七
古己



蘇
聯
闘
の
工
業
金
融
制
度
に
就
い
『

第
四
十
巻

七

第
四
披

七
~ ，、

生
産
上
に
設
定
さ
れ
た
誇
け
で
あ
る
。

右
の
他
、
工
業
生
産
上
の
事
業
単
位
正
し
て
.

一
九
二
二
年
八
月
の
(
U
H
C
)
法
令
に
て
認
め
ら
れ
た
株
式
合
一
枇

制
度
と
し
て
、
純
公
的
株
式
合
同
枇
及
び
公
私
混
合
株
式
舎
一
祉
と
並
ん
で
、
純
私
的
の
株
式
曾
一
枇
事
業
が
許
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
費
際
上
で
は
此
の
形
態
の
私
的
事
業
車
位
は
殆
ん
ど
意
義
含
有
せ
ぬ
色
の
で
あ
る
。
印

も
、
新
経
構
政
策
以
後
に
於
い
て
も
、
蘇
聯
闘
の
工
業
生
産
の
重
要
部
分
は
決
し
て
純
粋
の
私
産
制
的
組
織
に
復

閉
し
た
も
の

E
は
な
〈
て
、

依
然
に
ふ
悶
有
事
業
と
し
て
勝
目
ま
れ
る
。

し
か
し
今
で
は
.
共
mw
岡
有
事
業
が
、
相

互
聞
で
は
劃
等
的
調
立
闘
係
に
立
て
る
多
数
の
軽
油
開
計
算
的
単
位
組
織
に
分
立
す
忍
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

此
の
場
合
に
、
大
部
分
の
工
場
は
地
域
的
接
近
聞
係
乃
至
は
部
門
的
接
近
闘
係
の
契
機
に
よ

h
、
数
箇
宛
が
相
寄

っ
て
一
つ
の
統
一
的
な
経
済
計
算
的
単
位
を
構
成
し
た
が
、
こ
の
単
位
組
織
は
ト
ラ
ス
ト
ム
」
稿
せ
ら
れ
名
。
ト
ラ

見
ト
の
本
質
が
何
に
る
か
は
、

一
九
二
三
年
四
月
一

O
日
の
ト
ラ
ス
ト
法
が
輿
へ
て
ゐ
る
『
ト
ラ
ス
ト
は
利
潤
を

目
的
と
す
る
所
の
商
人
的
曾
計
原
理
に
従
っ
て
活
動
す
べ
き
闘
家
的
事
業
で
あ
っ
て
、
岡
家
は
こ
れ
に
法
規
の
定

む
る
範
固
に
て
濁
立
性
を
附
奥
し
た
も
の
で
あ
る
。
』
と
い
ふ
規
定
に
よ
っ
て
共
の
一
班
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
あ
る
。

此
の
規
定
か
ら
も
推
知
し
得
る
が
如
〈
、
間
有
制
工
業
生
産
に
於
げ
る
各
箇
の
潤
立
的
軽
油
開
皐
位
は
、
年
度
毎

に
、
規
定
の
形
式
に
従
っ
て
猫
自
の
貸
借
針
照
表
を
作
成
し
、
叉
相
互
間
に
は
恰
も
資
本
主
義
的
、
花
産
制
的
世

舎
に
於
け
る
と
同
様
な
金
銭
的
(
y
l
プ

Y
的
)
支
掛
制
度
に
よ
る
財
貨
の
取
引
闘
係
が
成
立
し
、
共
の
聞
の
債
樺



債
務
閥
係
は
絶
劃
的
意
義
を
有
す
る
。
勿
論
、
か
く
の
如
〈
に
し
て
出
現
し
た
分
業
的
生
産
闘
係
、
市
場
的
交
通

2
2
1
μ
ロ
)
薦
、
最
高
闘
民
組
持
合
議

聞
係
の
上
に
は
勢
働
H

園
防
命
同
議

3.HaO)
殊
に
共
の
中
の
ゴ
ス
プ
ラ
ン

(
。
〈
宅
四
戸
)
等
の
闘
係
諸
官
聴
が
強
力
な
る
特
殊
の
計
劃
的
管
理
を
加
へ
る
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
に
、
此
の
場
合
の

分
業
的
生
産
闘
係
、
市
場
的
取
引
闘
係
が
資
本
主
義
的
枇
舎
に
於
け
る
も
の
と
著
し
く
共
の
構
造
、
賞
質
を
異
に

せ
る
こ
と
い
ふ
を
侯
た
ぬ
。

先
に
言
及
せ
る
如
〈
、
蘇
輔
闘
の
工
業
組
織
は
各
方
面
の
描
に
就
い
て
、
現
に
不
断
の
改
革
過
程
に
お
か
れ
で

ゐ
る
。
し
か
し
、
新
経
持
政
策
貫
施
の
以
後
仁
於
け
る
特
殊
現
象
た
る
岡
管
的
工
業
生
産
の
企
業
的
組
織
制
に
闘

す
る
鳴
り
は
、

一
九
一
二
年
五
月

η
会
零
良
好
鷺
ム
へ
曾
夫
義
、

一

J
I
-
-
d
J
'
(
f
i
-
-
}
3
E
d
-
-
z

↓
リ
ド
ー
ヰ
1

り
司
u
y
モL
器
開
門
ソ
正
面
、

2
.
T
P
'
E
E
S
E
-
;

「
ド
正

J
l
J
L
E
斗

一

-
3
5
じ
〆
i
H
'
Z
E
4
2
M
Fに
M
叶

ぱ

地

ド

閥
す
る
法
令
」

「
商
人
的
基
礎
に
立
て
る
工
業
の
組
織
に
闘
す
る
法
令
』
、

一
九
二
二
年
七
月
『
企
業
の
建
設

及
ぴ

及
び
結
合
に
闘
す
る
法
令
』
、
一
九
二
三
年
四
月
『
ト
ラ
ス
ト
に
闘
す
る
法
令
』
、
同
年
七
月
『
地
方
的
ト
フ
λ

ト
の

組
織
に
闘
す
る
法
令
』
二
九
二
四
年
五
月
「
工
場
と
ト
ラ
ス
ト
首
脳
部
と
の
聞
の
闘
係
に
閲
す
る
法
令
』
等
の
諸
法

令
が
引
頑
容
認
本
的
規
律
た
る
意
義
ぞ
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

一ー一
蘇
蹄
園
の
金
融
機
閥
瞳
茶

現
夜
、
蘇
聯
闘
の
園
有
的
工
業
生
産
は
、
前
述
の
如
く
に
、
分
立
的
経
掛
単
位
に
る
ト
ラ
九
ト
を
基
本
的
要
素

と
し
た
る
組
織
の
上
に
替
ま
れ
て
ゐ
る
色
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
に
、

一
九
二
八
年
秋
以
来
現
に
な
ほ
進
行
の
過
程

蘇
聯
闘
の
工
業
金
蝕
制
度
に
就
い
て

第
四
蹴

第
四
十
巻

七

七
ヒ



蘇
聯
岡
の
工
業
金
融
制
度
に
就
い
て

第
四
十
拳

七
一
四

第
四
時
砺

七
i¥ 

に
あ
る
所
謂
計
劃
制
経
梼
が
蘇
聯
閏
工
業
生
産
の
強
化
後
展
を
主
た
る
目
的
と
す
る
限
hJ
に
て
、
各
箇
企
業
た
る

工
的
ト
ラ
九
ト
の
資
金
的
基
礎
を
蹟
張
充
貧
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
、
今
日
の
場
合
に
極
め
て
重
大
な
問
題
と
な
っ

て
来
る
。

此
の
際
に
、
蘇
聯
闘
の
工
業
的
諸
企
業
が
こ
れ
に
奥
へ
ら
れ
る
追
加
資
金
を
用
ゐ
て
如
何
様
に
共
の
固
定
的
、

流
動
的
財
産
を
概
括
す
る
か
は
、
直
接
ド
は
.
各
筒
企
業
に
就
い
て
設
定
3
れ
る
一
般
的
経
済
計
劃
内
の
令
一
融
計

劃
が
こ
れ
を
規
定
す
る
も
の
で
め
る
。
し
か
し
、
此
の
各
箇
企
業
的
組
掛
計
劃
は
そ
れ
白
暗
に
分
離
的
樹
立
性
を

有
せ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
ゴ
九
プ
ラ
ン
聴
が
定
h
u

る
所
の
杢
間
的
経
済
許
劃
の
有
機
的
部
分
と
し
て
確
認
さ
れ

て
有
数
化
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
各
箇
の
工
業
的
企
業
に
於
け
る
金
融
的
活
動
は
結
局
に
於
い
て
中
央
政
椎
の
管

理
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
此
の
賄
は
資
本
主
義
的
諸
国
に
於
け
る
各
箇
的
工
企
業
の
金
融
問
題
と

大
い
に
事
情
の
異
る
所
で
あ
る
。

而
し
て
、
蘇
聯
闘
の
各
箇
的
工
企
業
仁
於
げ
る
資
金
調
達
関
係
に
劃
し
て
右
の
如
き
集
樺
的
中
央
統
制
が
貫
際

上
に
行
は
れ
得
る
が
矯
に
は
岡
家
的
金
融
機
関
た
る
銀
行
制
度
が
甚
だ
重
要
な
役
割
を
管
h
u
で
ゐ
る
。

蘇
聯
圃
に
て
は
、

一
九
一
二
年
新
経
掛
政
策
を
賞
施
し
て
、

一
種
の
市
場
的
経
済
機
構
の
復
活
を
見
に
る
と
同

時
に
、
再
ぴ
.
信
用
及
び
通
貨
統
制
の
矯
の
機
関
と
し
て
、
銀
行
開
設
の
必
要
が
認
め
ら
れ
た
。
帥
ち
、

九

一
年
十
月
の
中
央
執
行
委
員
舎
決
議
は
一
中
央
闘
立
銀
行

(
ω
S
μ
E
U
E
r
)
の
設
立
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
蘇
聯
間
最
初
の
銀
行
が
同
年
十
一
月
一
六
日
に
管
業
を
開
始
し
た
。
此
の
銀
行
の
業
務
的
制
度
.
形
式



に
就
い
て
は
、
早
念
の
聞
に
て
未

r蘇
聯
関
湖
特
の
も
の
を
考
案
す
る
起
も
無
か
っ
た
か
ら
、
従
来
資
本
主
義
的

諸
闘
に
て
毅
遣
し
来
れ
る
も
の
が
、
共
の
骨
子
に
於
い
て
殆
ん
E
共
の
僅
に
襲
用
さ
れ
た
。
た
に
、
岡
内
唯
一
の

銀
行
と
し
て
、
凡
そ
資
本
主
義
的
諸
問
に
於
げ
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
銀
行
に
て
答
ま
れ
つ
つ
あ
る
一
切
種
類
の
管

業
項
目
が
悉
〈
此
の
一
岡
立
中
央
銀
行
の
引
受
け
る
と
こ
ろ
ん
」
な
っ
た
と
い
ふ
こ

k
は
注
意
す
べ
き
特
異
の
黙
で

あ
る
。し

か
し
、
既
に
と
も
か
く
一
種
の
市
場
経
持
的
組
織
に
入
れ
る
蘇
聯
園
会
闘
民
経
静
内
の
複
雑
な
余
融
的
需
要

に
属
す
る
偽
記
単
一
銀
行
制
度
肝
共
の
用
に
任
じ
雑
誌
「
は
自
明
の
理
で
、
聞
も
無
〈
銀
行
介
化
の
必
要
が
認
め
ら

れ
て
、

調野
3f( 
'Í~ 

fL 
ド
主主
Tr 
~~ 

I~l 
<l 

:r，c 
〆)

υ 

、F
i

戸戸、

L
川
Jw

，t、
勺

t

一
九
一
一
八
年
一
間
初
の
信
用
組
織
牒
系
に
て
は
、
次

の
如
き
八
種
の
金
融
機
闘
が
分
立
し
て
ゐ
る
。

ー
、
園
立
中
央
銀
行

2
、
株
式
銀
行
(
工
業
銀
行
、
外
圃
貿
易
銀
行
、
電
業
銀
行
、
極
東
銀
行
、
中
亘
銀
行
、
会
露
協
同
組
合
銀
行
、
ウ
グ
ラ
イ
ナ
銀
行
)

3
、
農
業
信
用
機
閥
系
統

4
、
自
治
瞳
及
び
住
宅
建
築
金
融
機
関
系
統
(
自
治
穏
及
び
連
築
中
央
銀
行
、
モ
ス
ヨ
1
市
銀
行
及
び
地
方
自
治
情
銀
行
)

5
、
相
互
信
用
舎
吐

6
、
貯
蓄
金
庫

右
の
中
に
て
5
の
相
互
信
用
曾
祉
の
み
は
純
私
有
的
経
掛
範
園
の
金
融
を
司
る
が
、
共
の
他
の
も
の
は
悉
く
園

E

珊
酬
明
団
四
刀
工
業
金
棋
制
度
に
就
い

築
四
十
巻

ーヒ

五

第
四
按

七
:lL 



議
聯
閣
の
工
業
金
融
制
度
に
就
い
て

第
四
十
巻

七
一
六

第
四
時
制

八.

O 

家
的
乃
至
は
協
同
組
合
的
信
用
の
矯
の
機
闘
で
あ
る
。
勿
論
、
上
越
の
金
融
機
関
盟
系
は
後
に
も
共
の
一
端
に
鯛

れ
る
如
〈
に
、
共
の
後
に
於
い
て
叉
重
要
な
改
革
を
経
験
し
て
ゐ
る
。

四

工
業
盆
融
に
闘
係
せ
る
第
一
攻
の
銀
行
制
度
改
革

蘇
聯
聞
に
於
げ
る
銀
行
止
工
的
企
業
と
の
聞
に
見
一
ら
れ
る
金
融
的
踊
聯
ば
銀
行
制
度
の
開
設
以
来
展
次
の
根
本

的
韓
政
令
}
受
り
て
ゐ
る
。
虻
八
の
中
惜
し
品
、

最
初
。
誼
誕
な
改
革
は
一
九
一
一
八
年
め
第
一
次
五
ヶ
年
計
劃
着
手
の
時

代
を
中
心
に
し
て
行
は
れ
た
。

此
の
改
革
の
本
質
輸
は
長
期
資
金
融
通
経
路
の
統
一
正
長
短
資
金
融
通
上
の
機
闘

的
介
業
化
と
の
こ
つ
で
あ
る
。

工
業
的
企
業
に
於
け
る
固
定
的
設
備
の
魚
の
長
期
資
金
は
、
最
初
は
そ
れ
の
殆
ど
会
部
が
、
岡
庫
の
一
一
般
橡
算

上
の
支
出
と
し
て
介
配
さ
れ
穴
。
そ
し
て
、
此
の
資
金
は
そ
の
一
部
が
財
務
人
民
委
員
舎
の
手
か
ら
直
接
に
各
箇

の
工
企
業
に
向
っ
て
分
配
せ
ら
れ
、
他
の
一
部
は
園
立
中
央
銀
行
或
は
工
業
銀
行
を
通
じ
て
注
入
さ
れ
て
ゐ
た
の

で
あ
る
。
然
る
に
、

一
九
二
七
年
六
月
二
八
日
の
人
民
委
員
曾
令
は
右
の
如
き
長
費
供
給
上
の
複
数
的
経
路
制
を

改
め
て
、
強
算
か
ら
支
出
さ
れ
る
工
業
資
金
の
一
切
は
、
貸
付
金
と
返
済
の
義
務
を
仲
は
F
Z
永
久
的
投
資
(
ロ
?

丘
町
『

E
m
)
と
の
匝
別
な
く
し
て
悉
く
一
様
に
、
工
業
銀
行
の
長
期
信
用
部
(
O
U
5
を
通
じ
て
注
入
せ
ら
れ
る
こ
と

に
定
め
ら
れ
た
ν

即
ち
、
こ
れ
に
よ
っ
て
工
業
的
長
資
の
融
通
は
総
べ
で
一
銀
行
合
通
じ
て
統
一
的
に
行
は
れ
る

ゃ
う
仁
な
っ
た
の
で
あ
る
。



一
見
ら
に
、

一
九
二
八
年
五
月
の
銀
行
改
革
で
は
、
長
短
資
金
の
取
扱
機
闘
に
就
い
て
、
専
門
的
介
業
化
が
定
め

ら
れ
亡
。
そ
れ
ま
で
、
長
短
資
金
の
融
通
を
併
せ
取
扱
っ
て
ゐ
た
工
業
銀
行
止
電
業
銀
行
と
の
二
銀
行
は
、
其
の

改
革
で
短
資
融
遁
業
務
を
園
立
中
央
銀
行
に
移
管
し
て
、
そ
れ
と
同
時
に
雨
銀
行
は
合
併
さ
れ
て
、
工
業
及
び
電
t

業
に
劃
す
る
長
資
融
通
の
矯
め
全
園
的
に
統
一
さ
れ
た
専
門
的
機
関
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
卦
し
て
一
方
に
て
は
、

間
立
中
央
銀
行
に
於
げ
る
工
業
上
の
長
資
融
通
業
務
が
廃
止
さ
れ
て
、
爾
後
は
専
ら
そ
れ
は
工
業
金
融
に
閲
す
る

限
り
は
、
短
期
信
用
の
品
川
の
中
央
機
闘
た
る
べ
く
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
岡
立
中
央
銀
行
炉
、
発
券
方
法
叉
は

短
資
業
務
か
ら
の
融
通
方
法
に
基
い
て
長
期
信
用
を
行
ふ
こ
と
に
殺
す
る
所
の
諸
撃
害
を
除
去
せ
ん
と
し
た
h
の

で
あ
る
。

五

工
業
的
短
資
融
遁
制
度
の
改
革

前
項
述
ぶ
る
と
こ
ろ
の
銀
行
制
度
の
改
革
が
又
工
業
的
短
資
の
融
通
方
法
に
も
闘
係
を
有
し
て
ゐ
る
こ
と
勿
論

だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
其
の
後
に
も
な
ほ
屡
冷
重
要
な
改
革
が
繰
返
さ
れ
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
色
、

先
づ
最
初
に
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
は
、

一
九
三

O
年
一
月
三

O
日
法
に
よ
っ
て
周
年
四
月
一
日
か
ら
寅
施
さ

れ
た
信
用
制
度
の
改
革
を
奉
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

此
の
改
革
あ
る
ま
で
は
、
各
箇
の
岡
管
的
工
企
業
に
劃
す
る
短
資
の
融
通
上
に
、
資
本
主
義
的
諸
園
仏
見
ら
れ

る
と
同
様
種
類
の
信
用
授
奥
方
法
が
庚
〈
行
は
れ
て
ゐ
↑
い
の
で
あ
る
。
却
ち
、
各
箇
の
企
業
は
相
互
の
貰
買
上
に

議
聯
国
の
工
業
金
融
制
度
に
就
い
て

第
四
十
巻

七
一
士

第
四
貌

i¥. 



蘇
聯
闘
の
工
業
金
融
制
度
に
就
い
て

第
四
十
巻

七
一
八

第
四
披

丹、

帳
簿
信
用
或
は
手
形
信
用
を
授
受
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
、
そ
の
手
形
は
叉
各
種
の
銀
行
が
こ
れ
を
割
引
い
て
ゐ

た
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
、
各
筒
の
企
業
は
随
意
に
各
方
面
の
銀
行
か
ら
一
間
期
銀
行
信
用
を
受
け
て
ゐ
た
静
け
で
あ

る
υ然

る
一
し
、
此
の
度
の
改
革
に
て
各
箇
企
業
聞
の
相
互
的
信
用
授
受
が
禁
止
さ
れ
て
、
且
つ
短
期
商
業
信
用
に
闘

す
る
限
り
は
、
間
立
中
央
銀
行
の
濁
占
制
炉
規
定

3
れ
だ
。
印
ち
、
各
箇
企
業
に
於
け
る
短
期
信
用
は
専
ら
銀
行

信
用
の
形
知
山
仁
於
い
て
の
ゐ
存
在
し
司
、
剰
へ
そ
れ
め
附
一
の
楓
泉
い
か
闘
立
中
央
斜
計
の
手
に
統
一
色
、
れ
る
と
止

こ
B
1
0

っ
こ
o

l

f

d

〆ふ
i

短
資
融
通
に
関
聯
し
て
岡
立
中
央
銀
行
と
各
箇
の
工
企
業
聞
に
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
右
の
如
き
金
融
上

の
濁
占
的
直
接
闘
係
は
、
主
ハ
の
運
用
上
の
手
段
と
し
で
、
園
立
中
央
銀
行
に
園
管
的
工
企
業
の
箇
冷
の
魚
に
夫
々

の
統
一
的
交
互
計
算
勘
定
口
座
を
設
定
せ
し
め
た
。
か
〈
て
、
各
筒
企
業
に
於
け
る
一
切
の
短
期
的
資
金
流
通
闘

係
は
、
右
の
如
〈
園
立
中
央
銀
行
に
設
定
さ
れ
た
各
自
の
交
互
計
算
勘
定
口
座
を
例
外
な
く
統
一
的
に
通
過
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
卸
ち
各
箇
企
業
相
互
間
の
金
銭
受
排
闘
係
色
、
又
園
立
中
央
銀
行
か
ら
直
接
に
各
箇

企
業
へ
授
奥
さ
れ
る
短
期
信
用
も
皆
悉
く
此
の
口
座
争
通
過
す
名
。
而
し
て
、
閏
立
中
央
銀
行
か
ら
各
箇
の
工
企

業
に
授
奥
さ
れ
る
短
賓
の
額
は
、
経
漕
計
劃
に
て
諌
め
各
箇
の
企
業
に
課
せ
ら
れ
で
あ
る
環
定
計
劃
寅
行
上
の
賞
t

際
成
績
営
参
照
し
て
、
園
立
中
央
銀
行
が
こ
れ
を
増
減
し
得
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
た
。
以
上
の
如
き
金
融
制
度
的

機
構
に
よ
っ
て
、

各
箇
の
園
管
的
工
企
業
は
其
の
資
令
の
運
用
上
経
常
的
業
務
に
闘
す
る
限
り
は
、
完
全
に
闘
立



中
央
銀
行
の
統
制
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
七
の
で
あ
る
。

此
の
改
革
が
許
割
程
涛
的
工
業
制
の
睡
系
上
に
で
有
す
る
意
味
は
闘
立
中
央
銀
行
が
右
の
如
き
機
構
を
通
じ
て

(
1
)
現
金
交
通
及
び
計
算
上
の
会
園
的
中
央
機
閥
(
制
約
)
許
劃
経
済
の
賓
行
成
績
に
劃
す
る
監
査
機
闘
(
3
)
筒
L
V

の

工
的
企
業
に
於
げ
る
流
動
資
金
一
運
用
上
の
綬
持
計
算
執
行
に
封
す
る
指
導
及
び
案
内
機
聞
に
る
三
種
の
職
能
に
任

ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

既
に
述
べ
た
所
か
ら
知
ら
れ
る
や
う
に
、
此
の
改
革
は
次
の
二
つ
の
根
本
的
意
闘
か
ら
出
殺
し
た
も
の
で
あ

る
。
卸
ち
、

一
つ
に
は
筒
ム
ザ
の
間
替
工
企
業
の
資
金
運
用
上
に
於
げ
る
従
来
の
放
時
、
無
節
制
を
抑
止
し
て
、
業

務
上
の
線
神
性
骨
向
上
せ
し
め
、

以
て
騒
持
計
割
に
定
か
る
所
hι

賞
際
上
に
宮
現
せ
し
め
石
錦
に
す
る
一
砲
の
刺

戟
手
段
を
金
融
撮
作
の
方
法
に
求
め
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
二
つ
に
は
杢
闘
的
工
業
生
産
活
動
の
寅
際
に
劃
し
て
.

計
劃
経
済
的
中
央
統
制
を
強
化
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
・
右
越
ぷ
る
所
の
意
闘
は
寅
際
に
て
は
、
殆
ん
ど
全
く
失
敗
し
た
る
の
み
な
ら
字
、
な
ほ
そ
の
上
に
も

此
の
改
革
に
て
金
融
経
神
的
理
由
か
ら
、
新
た
に
大
い
な
る
経
済
的
蝶
告
が
惹
越
さ
れ
た
。
最
大
の
繭
根
り
此
の

改
革
の
結
果
と
し
て
、
調
占
的
短
資
融
通
機
闘
に
る
閏
立
中
央
銀
行
の
信
用
取
扱
方
法
が
白
働
的
、
機
械
的
化
し

た
る
勅
に
潜
む
の
で
あ
る
。
抑
今
、
質
的
、
地
域
的
に
甚
だ
尾
大
な
範
園
に
亙
っ
て
ゐ
る
蘇
聯
闘
内
杢
部
の
多
数

な
る
園
管
的
各
箇
企
業
に
封
し
て
、

一
間
立
中
央
銀
行
が
綿
括
的
に
、
夫
ム
干
の
管
業
上
の
貫
質
的
内
容
に
闘
す
る

巌
密
な
監
査
を
行
ひ
て
、
こ
れ
に
基
く
金
融
手
加
減
の
手
段
に
よ
っ
て
控
構
成
績
向
上
の
刺
載
を
輿
へ
る
と
い
ふ

務
聯
闘
の
工
業
金
融
制
度
に
杭
い
て

第
四
十
巻

七

九

第
四
時
制

A 



蘇
聯
困
の
工
業
金
融
制
度
に
就
い
ナ

第
四
十
巻

七

O 

第
四
貌

i¥ 
四

こ
と
は
、
少
〈
と
も
改
革
後
の
短
期
間
に
闘
す
る
限
h
J
、
根
本
的
に
不
可
能
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
種
'
q
な
る

徐
弊
一
か
又
随
っ
て
殺
生
す
る
誇
け
で
あ
る
。
郎
ち
、

(
1
)
岡
立
中
央
銀
行
は
共
の
調
占
的
短
資
融
通
、
取
引
決
済

機
闘
た
る
地
位
に
基
き
.
責
人
企
業
か
ら
闘
立
中
央
銀
行
に
向
っ
て
買
人
企
業
に
封
す
る
責
代
金
支
棉
請
求
が
提

出
さ
れ
う
ぱ
ぞ
の
物
件
引
渡
行
魚
の
内
容
の
趨
否
如
何
が
頁
人
企
業
の
検
査
確
認
を
受
け
る
の
を
待
つ
こ
と
な
く

し
て
、
機
械
的
に
、
そ
の
請
求
余
視
を
夫
々
の
営
事
者
企
業
の
統
一
的
口
腔
聞
に
で
決
持
す
る
や
う
に
な
っ
に
。

叫
ん
ぺ
こ
め
や
う
な
快
桝
方
訟
は
お
珂
亦
の
紺
特
に
割
寸
る
責
位
の
原
則
に
従
ふ
べ
き
名
釣
企
業
の
粧
桝
執
行
自
立

場
か
ら
は
会

t
堪
え
難
き
事
情
で
あ
る
。

(
2
)
全
固
に
で
約
二
千
五
百
を
超
え
る
故
に
遣
す
る
所
の
闘
立
中
央
銀

行
の
各
支
応
は
、
買
人
卸
ち
代
金
支
排
義
務
者
と
な
れ
る
夫
L
f

の
岡
管
工
企
業
に
劃
す
る
代
金
支
抽
請
求
が
責
人

企
業
よ
り
提
起
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
於
い
て
、
嘗
該
買
人
企
業
に
劃
し
て
抽
出
め
割
営
て
ら
れ
て
ゐ
る
年
度
割
信
用

珠
算
額
が
肢
に
排
出
梼
と
な
り
お
れ
る
や
否
ゃ
を
調
査
す
る
勢
を
と
ら
争
、
叉
共
の
逗
も
無
く
し
て
、
請
求
提
起

の
あ
る
に
随
ひ
.
共
の
請
求
金
額
を
自
働
的
、
機
械
的
に
夫
今
の
被
請
求
口
座
上
に
て
決
済
し
て
こ
れ
に
信
用
を

輿
へ
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
放
漫
的
な
信
用
授
奥
方
法
に
て
寅
買
双
方
の
営
事
者
企
業
に
於
げ
る
合
開
的
な
資
金

運
用
の
賞
績
を
期
待
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
不
可
能
で
、
畢
-
覚
、
闘
立
中
央
銀
行
を
し
て
杢
園
多

数
の
闘
管
工
企
業
聞
の
取
引
的
闘
係
に
就
き
唯
一
決
定
的
な
監
査
機
闘
た
ら
し
め
る
と
い
ふ
こ
と
が
本
来
難
事
を

期
待
す
る
も
の
た
る
所
以
が
賞
置
さ
れ
た
誇
け
で
あ
，
る
。
か
〈
て
、

一
九
三

O
年
四
月
の
信
用
改
革
は
、
結
果
に

於
い
て
寧
ろ
共
の
意
固
と
は
反
卦
に
、
各
国
管
工
企
業
の
指
導
的
執
行
者
の
業
務
的
責
任
威
を
低
下
せ
し
め
、
生



産
上
の
極
構
性
が
こ
れ
に
よ
っ
て
一
層
悪
化
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

短
資
融
通
方
法
に
関
係
し
て
、

一
九
三
一
年
の
一
月
、
三
月
、
七
月
の
三
回
に
行
は
れ
た
第
二
次
の
信
用
制
度

の
改
革
は
前
述
の
諸
韓
害
を
除
く
こ
と
を
以
て
任
務
と
す
る
。
そ
し
て
、
其
の
改
革
の
要
姑
は
制
度
的
形
態
の
上

か
ら
見
れ
ば
次
の
四
項
目
に
要
約
さ
れ
る
。

(
1
)
先
づ
、
岡
立
中
央
銀
行
が
闘
答
工
企
業
に
劃
し
て
、
棋
械
的
自
働
的
な
信
用
授
興
を
行
ひ
得
な
く
な
る
や

う
に
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
、
各
園
管
工
企
業
及
び
協
同
組
合
事
業
は
、
こ
れ
ぷ
劃
し
て
夫
々
漁

め
負
課
さ
れ
た
艦
神
計
却
の
範
闘
内
で
、

一
ヶ
年
の
期
間
に
亙
る
相
互
聞
の
取
引
闘
係
を
事
前
に
所
定
の
契
約
形

ト

~-WE---墨
う

f
pー
、
〈

ζ
:
t
こ
は
.
正
当

-
1
:
。

-3td
日
u
q

引
相
己
主
〆
:
唱
え

ιltt
土
ゐ
!
〆
f
f
J

J

司
、
主
‘
り
辺
守
L
いこ

3
1
k
l
h叩

t
〕

1
2、
，
Z
町
司
、

そ
L
Y
J
L
4致
事
一

i

t
耳
目
将
h
f
O
車
量

E

日量

信E
;~~ 

支
捕
及
び
引
渡
儲
件
等
の
諸
項
目
が
包
括
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
方
に
て
、
園
立
中
央
銀
行
は
頁
人
企
業
か

ら
買
人
企
業
に
劃
す
る
代
金
支
梯
請
求
の
提
起
を
受
け
た
場
合
、
共
の
支
排
を
行
ふ
前
に
、
先
づ
、
買
人
企
業
に

よ
っ
て
共
の
引
渡
行
矯
が
品
質
、
分
量
等
の
諸
要
目
上
契
約
内
容
に
趨
合
し
た
る
も
の
で
め
る
こ
と
の
碓
誌
が
行

ば
れ
る
か
、
若
く
は
共
の
代
金
支
捕
に
就
い
て
寅
人
企
業
か
ら
の
支
捕
委
託
信
用
肢
が
提
出
せ
ら
れ
石
か
、
す
る

の
を
待
つ
べ
き
も
の
と
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
取
引
上
の
代
金
支
捕
に
闘
す
る
決
定
的
監
査
機
能
は
園
立

中
央
銀
行
に
存
せ
十
し
て
、
ぞ
れ
が
買
人
企
業
の
手
に
お
か
れ
る
結
果
に
な
っ
た
。
此
の
場
合
、
若
し
貰
買
雨
営

事
者
企
業
聞
に
紛
議
が
起
こ
れ
ば
、
園
立
仲
裁
裁
判
が
こ
れ
を
裁
決
す
る
の
で
あ
る
。

(
ヨ
)
前
回
一
九
三

0
年
度
に
行
は
れ
た
信
用
制
度
改
革
に
基
〈
暁
害
の
重
結
は
、
岡
立
中
央
銀
行
の
白
働
的
、
機

蘇
聯
園
り
工
業
金
融
制
度
仁
就
い
て

第
四
十
巻

七

第
凶
披

丹、

五



蘇
聯
困
の
工
業
金
融
制
度
に
肱
い
干

第
四
十
巻

七

第
四
務

八
六

械
的
支
捕
方
法
が
、
資
質
雨
宮
事
者
企
業
に
於
け
る
首
脳
者
の
管
理
的
責
任
戚
を
低
下
せ
し
め
に
こ
と
に
存
し
て

ゐ
る
。
卸
ち
、
闘
係
政
府
首
脳
部

(ω
叶
(
)
)
も
、
前
回
の
改
革
が
各
箇
企
業
の
首
脳
者
を
し
で
自
己
資
金
と
借
入
資

金
と
の
匡
別
な
く
こ
れ
が
取
扱
上
に
責
任
的
意
識
を
失
ふ
や
う
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
ゐ
る
。

一
九
=
二
年
度
の

改
革
は
右
の
弊
害
を
矯
正
し
て
資
金
利
用
方
訟
の
有
殻
化
を
支
現
す
る
然
、
事
業
管
理
者
の
管
理
的
態
度
に
劃
す

る
教
育
上
の
手
段
と
し
て
、
金
融
上
の
一
新
制
度
ケ
定
め
た
の
で
あ
る
。
印
ち
、
先
づ
、
各
筒
の
岡
部
品
て
企
業
が

-
中
大
中
間
立
中
市
内
組
れ
じ
持
勺
則
約
一
航
一
日
間
劃
定
口
座
が
腐
止
さ
れ
て
、
自
己
資
金
酢
ち
誕
桝
の
義
務
無
事
資
金
正

銀
行
借
入
金
と
が
銀
行
の
勘
定
上
に
て
、
最
格
に
別
箇
の
口
座
に
分
離
さ
れ
て
取
扱
は
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。
従

前
は
銀
行
の
勘
定
上
に
て
、
雨
者
の
取
扱
が
杢
〈
混
同
さ
れ
て
ゐ
て
、
各
箇
企
業
の
管
理
者
は
銀
行
借
入
金
と
白

己
資
金
と
を
雨
者
殆
ん

E
同
様
に
取
扱
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
資
金
利
用
上
の
放
漫
、
無
節
制
を
招
く
一

因
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
各
箇
企
業
が
自
己
資
金
と
し
て
一
般
的
経
済
計
劃
か
ら
配
給
せ
ら
る
べ
き
流
動
資
金
は
突
の
如
き
方

法
に
て
共
の
額
を
定
め
ら
れ
る
や
う
に
規
定
さ
れ
た
。
即
ち
、
先
づ
夫
今
の
企
業
及
び
工
場
に
於
け
る
各
種
流
動

財
産
の
恒
問
的
在
高
主
将
『
口
町
出
町
田
区
ロ
品
目
)
が
、
深
め
見
積
ら
れ
て
、
こ
れ
を
維
持
す
る
に
必
要
な
資
金
額
が
経
糟

計
劃
に
よ
っ
て
配
給
さ
れ
る
各
箇
企
業
の
疏
動
的
自
己
資
金
額
決
定
の
某
準
と
さ
れ
る
。

右
の
如
き
自
己
資
金
の
範
囲
を
超
え
る
臨
時
の
迫
加
的
短
期
資
金
は
、
各
箇
企
業
に
卦
す
る
園
立
中
央
銀
行
の

短
期
貸
付
金
と
し
て
、
金
〈
濁
立
に
別
箇
の
取
扱
金
受
け
る
の
で
あ
る
。
却
ち
、
此
の
貸
付
金
は
各
箇
企
業
に
劃



す
る
園
立
中
央
銀
行
の
貸
付
金
特
別
勘
定
口
座
に
て
管
理
さ
れ
る
。
此
の
貸
付
は
銀
行
と
各
筒
企
業
と
の
聞
に
て

所
定
形
式
の
文
書
に
擦
っ
て
契
約
せ
ら
れ
、

一
定
の
期
限
及
び
使
用
目
的
を
限
定
し
て
行
は
れ
る
。
此
の
目
的
の

主
た
る
も
の
は
、
取
引
物
件
運
謹
中
の
金
融
、
季
節
的
生
産
に
制
約
さ
れ
る
原
料
、
宇
製
品
等
の
不
規
則
的
増
加

準
備
の
震
の
過
渡
的
金
融
、
共
の
他
、
生
産
販
責
上
の
特
別
事
情
に
基
い
て
起
乙
る
所
の
臨
時
金
融
等
で
あ
る
。

此
の
追
加
的
流
動
資
金
の
融
通
に
就
き
、
債
務
者
企
業
が
契
約
上
の
逗
梼
義
務
を
完
う
し
得

5
る
場
合
に
は
、
囲

立
中
央
銀
行
は
そ
の
貸
付
目
的
と
し
て
限
定
さ
れ
た
る
両
日
聞
を
設
牧
し
、
こ
れ
を
競
買
に
附
す
る
権
利
を
有
し
て

ゐ
る
。
此
の
場
A
U
に
何
等
か
の
損
失
が
起
こ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
債
務
不
履
行
者
の
負
ふ
べ
き
も
の
と

5
れ
て

1~) 
p 

〈日。(3
)
此
の
度
の
改
革
に
て
定
め
ら
れ
た
新
制
度
の
中
に
で
注
意
す
べ
き
第
三
黙
は
、
生
産
の
増
加
、
販
買
の
増

加
等
の
魚
に
起
こ
る
事
業
基
金
蹟
張
の
問
題
に
関
係
し
て
ゐ
る
。
却
も
、
必
要
と
さ
れ
る
蹟
張
の
品
川
の
事
業
基
金

は
共
の
一
部
を
夫
冷
の
各
箇
企
業
が
獲
得
せ
る
利
潤
の
蓄
積
中
か
ら
、
他
の
一
部
を
岡
家
又
は
地
方
岡
憶
の
珠
算

中
か
ら
支
排
す
る
永
久
投
資
(
ロ
c
z
q
E
m
)
に
て
充
足
す
る
と
ム
」
仁
定
め
ら
れ
、

E
つ
共
の
事
業
基
金
構
張
の
規
模

及
び
資
源
は
年
度
毎
に
各
箇
企
業
の
矯
に
設
定
さ
れ
る
一
般
結
構
計
劃
の
確
認
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。(4
)
此
の
度
の
改
革
は
畢
克
各
箇
企
業
の
管
理
者
を
し
て
充
分
管
出
上
の
責
任
を
白
貸
せ
し
め
て
、
夫
冷
の
企

業
に
於
け
る
業
務
上
の
経
漕
性
を
増
進
す
べ
〈
努
力
せ
し
め
ん
こ
左
を
根
本
的
主
旨
と
す
る
・
も
の
で
あ
る
か
ら
、

蘇
聯
闘
の
工
業
金
融
制
度
に
就
い
て

第
四
披

第
四
十
巻

A 
七

七

設
h

t

b

一

ぺ

γ

こ



蘇
聯
闘
の
工
業
金
融
制
度
に
就
い
て

第
四
十
巻

七
二
四

第
四
時
耶

i¥. 
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ぞ
の
翁
に
は
な
ほ
別
に
一
つ
の
新
制
度
が
規
定
さ
れ
た
。
即
ち
、
各
箇
企
業
の
管
業
上
に
生
じ
た
利
潤
の
一
部
、

詳
言
す
れ
ば
年
度
始
に
各
箇
企
業
の
震
に
設
定
さ
れ
た
蛭
掛
許
劃
内
の
抽
出
定
を
超
え
て
賓
現
さ
れ
た
費
用
の
節
約

に
基
く
所
の
超
過
利
潤
に
闘
し
て
は
事
業
管
理
者
の
自
由
慮
分
が
許
さ
れ
る
こ
正
に
な
っ
た
J

其
の
利
潤
は
或
は

特
別
賞
奥
金
k
し
て
慮
分
せ
ら
れ
或
は
危
険
保
障
の
準
備
金
と
し
て
別
に
闘
立
中
央
銀
行
に
預
入
サ
ら
れ
得
る
の

で
あ
る
。

-‘-

，、

工
業
的
長
責
融
遁
制
度
の
改
革

先
に
述
べ
お
け
る
が
如
〈
、
蘇
聯
闘
の
金
融
機
関
睡
系
に
て
、
工
業
及
び
電
業
銀
行
は
現
在
唯
一
の
工
業
的
長

資
取
扱
機
闘
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
此
の
銀
行
の
工
業
的
長
資
融
通
上
の
任
務
の
意
義
は
資
本
主
義
諸

闘
に
於
け
る
同
種
機
闘
の
そ
れ
に
比
較
す
れ
ば
、
進
に
軽
い
・
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
工
業
的
長
資
の
融
通
と
い
っ

て
色
、
銀
行
は
其
の
魚
の
資
金
調
達
の
方
面
に
は
殆
ん

E
全
く
其
の
職
務
を
持
っ
て
ゐ
な
い
。
長
期
に
投
ぜ
ら
れ

る
工
業
資
金
の
源
泉
は
現
在
の
庭
に
て
は
そ
れ
の
殆
ん
ど
全
部
の
も
の
が
岡
庫
の
珠
算
の
上
に
お
か
れ
て
ゐ
て
、

共
の
上
に
、
こ
れ
よ

b
供
給
3
れ
る
固
定
資
金
の
約
九
割
程
度
迄
永
久
投
資
(
口
三
一
2
5
m
)と
し
て
闘
庫
へ
の
返
掛

義
務
を
負
措
せ

5
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
工
業
及
び
電
業
銀
行
は
此
の
長
期
工
業
資
金
の
融
通
上
で
た
だ
投

資
的
分
配
を
司
る
矯
の
技
術
的
事
務
機
闘
に
る
に
過
ぎ
な
い
。
剖
ち
、
箇
ι
干
の
岡
地
昌
工
企
業
が
各
年
度
内
に
て
設

備
の
新
築
や
讃
張
等
の
錦
、
幾
何
額
の
長
期
資
金
を
供
給
せ
ら
れ
る
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
ゴ
ス
プ
ラ
シ
醸
の
終
局



的
統
制
に
で
環
め
各
企
業
の
魚
に
設
定
さ
れ
る
年
度
的
経
済
計
劃
中
に
て
詳
細
に
規
定
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

工
業
的
長
資
の
融
通
に
闘
し
で
は
、
右
仁
述
ぷ
る
が
如
き
規
定
め
る
に
色
拘
ら
争
、
共
の
資
金
が
工
業
及
び
電

業
銀
行
か
ら
各
企
業
に
供
給
さ
れ
る
場
合
に
於
い
て
、
先
き
に
流
動
資
金
融
通
の
場
合
に
見
た
る
と
同
様
な
諸
唾

・
害
が
生
じ
て
ゐ
る
。
卸
ち
、
工
業
及
び
電
業
銀
行
が
各
箇
の
工
企
業
に
向
っ
て
閏
庫
か
ら
の
委
託
長
資
を
底
分
す

る
場
合
に
於
い
て
、
箇
々
の
企
業
の
寅
績
に
就
い
て
行
は
る
べ
き
趨
嘗
な
監
査
を
基
礎
と
す
る
こ
と
な
く
、
翠
に

経
漕
計
劃
書
上
の
金
融
橡
定
に
従
っ
て
機
械
的
、
自
働
的
な
供
給
を
行
ふ
矯
に
、
現
賓
の
新
設
、
横
張
し
し
一
致
せ

ザ
H
L

る
資
金
の
授
興
一
か
魚
さ
れ
る
ご
正
に
な
る
。

か
く
て
、
或
は
敏
斡
め
る
工
事
に
封
す
る
支
械
が
行
は
れ
、
或
は

現
宵
む
工
事
制
く
し
て
給
付
き
れ
行
石
川
定
的
長
期
資
合
川
流
動
資
金
に
嶋
用
計
れ
み
日
常
の
結
則
市
営
生
じ
て
来

る
そ
こ
で
、
右
の
諾
弊
害
を
除
去
す
る
魚
に
、
付
労
働
H
園
防
曾
議
(
∞
叶
(
)
)
は
一
九
=
二
年
六
月
に
一
新
令
を
就
寝
布

し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
諸
賄
を
含
む
で
ゐ
る
。

(
1
)
爾
後
、
工
業
的
長
期
資
金
は
、
各
工
企
業
と
建
築
企
業
と
の

問
ド
て
新
工
事
に
闘
し
て
締
結
さ
れ
る
契
約
内
容
の
賀
行
に
臆
じ
て
の
み
給
付
3
れ
る
。

(
2
)
工
業
的
長
期
資
金

ょ
箇
'q

の
企
業
に
於
げ
る
短
漕
計
劃
賞
行
上
の
質
量
雨
面
の
賓
績
に
従
っ
て
給
付
せ
ら
れ
る
。
卸
ち
、
長
期
資
金

か
流
動
資
金
と
し
て
轄
用
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
得
な
い
。
(
3
)
工
業
及
び
電
業
銀
行
は
経
常
的
監
査
賞
行
の
魚
、

岡
立
中
央
銀
行
の
各
支
広
内
及
び
主
た
る
新
建
設
工
事
場
に
職
模
的
監
査
機
闘
を
駐
在
せ
し
め
る
。

蘇
聯
圃
の
工
業
金
融
制
度
に
就
い
て

第
四
十
巻

t 

豆王

第
四
時
田

i¥. 
九



蘇
聯
四
回
の
工
業
金
融
制
度
に
就
い
で

第
四
十
巻

七
二
六

第
四
披

九
O 

セ

結

言

以
上
、
蘇
聯
園
の
工
業
金
融
制
度
の
上
に
て
最
近
に
行
は
れ
た
諸
改
革
の
要
黙
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

今
、
こ
れ
テ
簡
約
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
諸
改
革
が
意
闘
し
た
る
眼
目
賄
は
、
果
兎
‘
(
1
)
一
九
三

O
年
ま

で
の
不
規
件
、
無
統
制
な
令
融
扶
態
会
改
め
て
、
工
業
上
一
切
の
金
融
を
許
剖
的
、
換
算
的
な
ら
し
め
て
、
此
の

方
面
か
ら
計
劃
制
粧
掛
mw
宜
質
的
統
制
牲
を
強
化
せ
ん
と
し
士
る
こ
と
、

(
2
)
筒
々
め
工
企
業
に
於
け
る
経
掛
計

算
を
確
立
せ
し
め
て
、
計
劃
賀
行
上
の
成
績
に
劃
す
る
監
査
含
巌
密
な
ら
し
め
ん
と
し
た
る
こ
左
、
へ
3
)
遁
営
な

刺
戟
手
段
殊
に
物
質
的
報
酬
制
に
て
促
し
て
、
各
箇
の
工
的
経
替
内
の
上
下
従
業
員
の
従
業
上
の
経
済
的
能
率
を

向
上
せ
し
め
ん
と
し
た
る
こ
と
、
等
に
蹄
す
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
こ
れ
ら
の
改
革
後
の
寅
績
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
種
冷
の
重
大
な
困
難
と
弊
害
と
は
な
ほ
救
持
さ
れ
や
に

依
然
と
し
て
建
っ
て
ゐ
る
。
卸
ち
、
蘇
聯
園
最
高
の
極
構
統
制
機
闘
た
る
勢
働
H

園
防
命
日
議
志
、
吋
(
)
)
そ
れ
自
ら
が

一
九
三
一
一
年
五
月
二
八
日
の
一
訓
令
中
に
企
業
金
融
上
の
重
大
観
陥
の
存
在
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。

先
づ
、
短
資
融
通
の
方
面
に
就
い
て
い
へ
ば
、

各
箇
企
業
聞
に
て
相
互
的
に
行
は
れ
る
自
由
、
無
統
制
な
商
業

的
信
用
の
闘
係
が
共
の
後
も
な
ほ
盛
に
慣
行
せ
ら
れ
、
更
に
岡
立
中
央
銀
行
が
共
の
職
務
と
し
て
行
ふ
所
の
各
箇

企
業
聞
の
商
業
的
取
引
決
樺
業
務
の
慮
理
に
就
い
て
も
種
b
な
る
紛
議
が
績
出
し
て
‘
国
満
な
職
務
の
遂
行
が
妨

げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
ο

出
ゃ
、
長
期
工
業
資
金
の
投
下
と
使
用
と
に
闘
し
て
は
、
補
足
な
計
劃
極
構
的
監
査



と
い
ふ
も
の
が
杢
〈
行
は
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
ハ

蘇
聯
園
の
工
業
が
、
共
の
生
産
上
の
経
済
性
増
進
の
目
的
か
ら
、
回
有
の
計
剖
経
持
制
瞳
系
内
に
埴
所
過
度
な

る
資
本
主
義
的
、
私
産
制
的
性
格
の
経
持
制
度
的
諸
手
段
を
醸
用
せ
ん
と
す
る
に
営
っ
て
.
如
何
な
る
性
質
の
難

聞
に
逢
著
し
つ
〉
あ
る
か
と
い
ふ
こ
左
は
、
此
の
小
篇
に
要
読
し
た
る
工
業
金
融
制
度
上
の
改
革
過
程
を
顧
み
て

も
共
の
一
一
粧
を
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
此
の
種
の
難
問
は
ひ
と
り
工
業
金
融
制
度
の
方
面
の

み
に
つ
い
て
起
こ
っ
て
ゐ
る
色
の
で
は
な
い
。

蘇
聯
岡
工
業
の
将
来
の
駿
淫
峰
、

以
上
の
如
き
雑
問
が
、

今
後
も
な
ほ
引
頑
き
繰
一
退
吉
守
れ
て
行

t
で
あ
ら
う
幾

多
mw
改
革
を
通
過
し
て
、
結
局
如
何
な
る
解
決
方
法
を
展
示
す
る
か
に
係
か
る
所
が
頗
る
大
で
あ
ら
う
と
思
ふ
の

で
あ
る
。

〈
一
九
三
五
、
一
一
)

蘇
聯
園
の
工
業
金
融
制
度
に
就
い
て

第
四
十
血
管

七
二
七

第
四
波

九


